
1年生の栽培活動では，花を育てることが多いのではないでしょうか？そ

こで，あさカゴおと自分の好きな花の2種類を育ててみてはいか力ざでしょう。

あさ力ざおを鉢植えにして，自分の好きな花は教材園に植えるという具合にす

るのです。

あさ力ざおと自分の好きな花とを比較したり，自

分の好きな花と友だちが植えた別の種類の花とを

比較することでさまざまな気付き力§生まれます。

あさ力ざおと自分の好きな花の二つの花を育てる

ことで，子供たちは，花にもいろいろな違い力ざあ

るということに気付いていきます。自分の好きな

花の種を見た時に「あさがおの種とは形が違うな

あ」「あさ力ざおの種は月みたいな形だったのに，コ

スモスの種はバナナみたい」などと種の違いに気

付きます。

また，子供たちが，それぞれに自分の花を育て

ることで，いろいろな種類の花に目カヌ向いていき

ます。友だちと花の種を見せ合い，いろいろな形

があることに気付きを広げていきます。葉力§出て

きた時にも，あさ力ざおの葉の形と比べたり，違う

花を植えた友だちのもの

と比べたりしていきます。

いつも，あさ力ざおと自

分の好きな花，自分の花

と友だちの花を見比べな

ｶﾇらお世話を続けていく

のです。
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栽培活動は，春から秋まで長期間にわたって植

物にかかわっていく活動です。植物に大きな変化

カミ見られる時期には子供の関心力ざ高まるのです力苛，

あまり変化のない時期には関心も薄くなりがちで

す。そこで，長期間にわたって花に関心を向け続

けさせるために，活動構成をもうひと工夫してみ

ましょう。

あさがおと自分の好きな花の種をまく時期をず

らしてみるのです。

あさ力訂おｶｺ芽を出し，少し成長した頃になると

あさ力ぎおに大きな変化が見られなくなり，子供た

ちのあさカゴおへのかかわりも薄くなってきます。

しかし，そのころもう一方の自分の好きな花が

芽を出し始め，今度は，自分の好きな花へ目を向

け熱心にお世話を始めるようになります。自分の

好きな花力ざ少し伸びてきて変化ｶｺなくなる頃にあ

さ力罫おのつる力罫倒れるようになって棒を立てなく

てはならなくなる……。子供の関心は，あさカゴお

や自分の好きな花に行ったり来たりしなｶﾖらも花

へ向け続けられていきます。

あさがお力罫芽を出し，双葉 本葉と顔を出し少

し成長した頃に，自分の好きな花力罰芽を出します。

長期間栽培していく中で，自分の好きな花よりも

あさ力ざおの成長の方力苛常に先行するのです。

このことにより，花

を育てたこと力罫なかっ

た子供たちも，成長の

見通しをもつことがで

きます。芽ｶｺ出た後は，

「いつ双葉力罫出るか

な？」｢次は本葉力:出る

ね」というように。
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